
御
代
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

４
月
１
日
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
で
子
育
て
を
応
援

し
て
い
く
仕
組
み
で
、
育
児
の
援

助
を
受
け
た
い
人
と
育
児
の
援
助

を
行
う
人
が
会
員
と
な
り
、
育
児

に
つ
い
て
助
け
合
う
会
員
組
織
で

す
。

　

会
員
間
で
行
う
相
互
援
助
活
動

は
、
援
助
を
提
供
す
る
会
員
と
援

助
を
受
け
た
い
会
員
と
の
準
委
任

契
約
で
す
。
セ
ン
タ
ー
や
そ
の
他

の
施
設
等
に
お
い
て
集
団
保
育
を

行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

御
代
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
係　
（
32
）1
1
0
0

♪保育施設までの送り迎え
♪保育所、幼稚園の開始前や終了後の預かり
♪学校の放課後の預かり
♪買い物や美容院など外出の際の預かり
♪冠婚葬祭や
　他の子どもの学校行事の際の預かり
注）原則として、
　 援助会員の家庭で子どもを預かります

④事前打ち合わせ・相互援助活動

②
援
助
活
動
依
頼

⑤
活
動
報
告
書
提
出

（
当
月
末
締
、翌
５
日
ま
で
）

依頼会員

500 円 / 時間　早朝、夜間の加算あり（当事者同士で調整可）
援助会員

③援助会員の紹介

みよたファミリーサポート・センターへ
連絡してください
依頼会員と援助会員のはし渡しをします。

①援助依頼申し込み
（具体的な内容を伝えてください）

　現在、佐久市、軽井沢町、立科町、御代田町では平根地区上舟ヶ沢および棚畑地籍を建設候補地として新ク
リーンセンター（ごみ焼却施設）の建設計画を進めています。
　佐久市では、新クリーンセンター建設に向けて、長野県環境影響評価条例に基づく環境影響評価に取り組み、
平成24年7月に公告・縦覧された方法書により約1年間に及ぶ現況調査を実施いたしました。この調査結果を基に、
施設建設および稼働に伴う環境影響の予測評価、環境保全措置などを取りまとめた「準備書」を作成し、長野県に
よる公告・縦覧、環境保全上の意見募集が行われます。

〈縦覧期間〉
4月28日（月）～5月28日（水）［予定］
午前8時30分～午後5時15分
（土・日曜日、祝祭日の休日を除く）

〈縦覧場所〉
御代田町役場町民課、森泉山財産組合事務所、
佐久市役所２階 市民ホール、浅間出張所
佐久合同庁舎３階 佐久地方事務所環境課、県庁６階 長
野県環境部環境政策課、小諸市役所生活環境課、軽井沢
町役場生活環境課、立科町役場町民課
※長野県ホームページにて、準備書の電子縦覧ができます。
　 http://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/kurashi/kankyo/
ekyohyoka/hyoka/tetsuzukichu/cleancenter/index.html

〈意見募集期間〉
6月11日（水）まで［予定］

新クリーンセンター建設に係る
環境影響評価準備書の公告・縦覧について

〈問い合わせ先〉　佐久市 新クリーンセンター整備推進室 建設係　0267（62）2916（直通）

〈意見提出方法〉
環境保全の見地からのご意見がある場合は、住所、
氏名を記載のうえ、 持参または郵送（FAX・Ｅメール
可）により文書にてご提出ください。

〈意見書提出先〉
〒385-8501　 佐久市中込3056番地 

佐久市役所４階 環境部 
新クリーンセンター整備推進室

FAX番号　0267（62）2289
メールアドレス　newclean@city.saku.nagano.jp

環境影響評価とは
大規模な開発事業を実施する際に、あらかじめ環境に
与える影響を事業者自らが調査・予測・評価し、その内
容について、住民や関係自治体などの意見を聴くこと
より、環境に配慮した事業にしていくための制度です。

みよた広報 やまゆり　2014年5月号 （8）　



町の入札結果
平成26年1月から平成26年3月までの町の入札結果（予定価格250万円以上）をお知らせします。

担当課 工　事　名 請負金額
（千円） 請負業者 工　期

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　児玉雨池地区１工区　農業用用排水路工事 5,775 ㈱内堀建工 H26.1.27～H26.3.28

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　児玉雨池地区２工区　農業用用排水路工事 17,850 飯田建設工業㈱ H26.1.24～H26.3.28

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　児玉雨池地区３工区　農業用用排水路工事 9,870 ㈲柳商建設 H26.1.28～H26.3.28

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　入細久保地区８工区　農業用用排水路工事 4,925 御代田建基事業㈿ H26.1.27～H26.3.20

建　設　課 平成25年度　まちづくり交付金事業　小田井追分線 道路改良工事 21,494 大井建設工業㈱ H26.1.29～H26.3.25
建　設　課 平成24年度　緊急防災・減災事業　向原豊昇線 道路改良工事（2） 10,448 大井建設工業㈱ H26.1.29～H26.3.25
建　設　課 平成24年度　緊急防災・減災事業 屋敷1号線 道路改良工事 4,358 新陽建設㈱ H26.1.30～H26.3.25
建　設　課 平成25年度　町単独 町営住宅平和台団地解体工事 3,780 飯田建設工業㈱ H26.1.24～H26.3.25

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　児玉雨池地区４工区　農業用用排水路工事 5,250 ㈱土田建設 H26.3.18～H26.3.28

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　児玉雨池地区５工区　農業用用排水路工事 5,229 ㈱エス・エス・ケイ H26.3.14～H26.3.28

産業経済課 平成25年度　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 　児玉雨池地区６工区　農業用用排水路工事 2,940 ㈱土田建設 H26.3.18～H26.3.28

【
自
主
防
災
組
織
と
は
】

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地

域
住
民
が
自
主
的
な
防
災
活

動
を
行
う
組
織
で
す
。
日
常

的
に
は
、
防
災
知
識
の
普
及

啓
発
や
防
災
訓
練
な
ど
と

い
っ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
災
害
時
に
は
、
初

期
消
火
、
住
民
の
避
難
誘
導
、

給
食
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
大
規
模
な
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
、
道
路
交
通
網

や
電
気
設
備
な
ど
が
破
壊
さ

れ
た
り
し
て
、
消
防
・
行
政

な
ど
の
防
災
機
関
の
活
動
が

制
限
さ
れ
る
事
態
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
事
態

に
備
え
、
住
民
が
連
携
し
、

協
力
し
合
っ
て
、
地
域
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
自
主
防
災
組
織
の
役
割
で

す
。 自

分
た
ち
の
地
域
は
、自
分
た
ち
で
守
り
ま
し
ょ
う

【
減
災
活
動
の
主
体
と
し
て
自
助
・
共
助
・
公
助
】

●
自
助
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」

　

自
助
が
減
災
活
動
の
基
本
で
す
。

●
共
助
「
地
域
の
安
全
は
地
域
み
ん
な
で
守
る
」

　

自
助
だ
け
で
は
家
族
を
守
り
き
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

住
民
同
士
の
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。（
自
主
防
災
組
織
）

●
公
助
「
公
的
機
関
の
活
動
」

　

消
防
、
警
察
、
役
場
な
ど

そ
の
９

防
災 

ま
め 

知
識

ま
め

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
防
災
情
報
係（
内
線
68
）

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
広
域
的
な
被
害
に
よ
り
、
消
防
・
行
政
な
ど
の
防
災
機
関
が
十
分
に
対
応
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
力
を
発
揮
す
る
の
が「
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
」で
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
地
域
住
民
が
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と
を「
自
主
防
災
組
織
」と
い
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
心
構
え
で
、
組
織
結
成
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自助

共助

公助

消火

救助

支援
地域で
事前に
備える

広域的な災害においては「公助」も被災し、その活動は限定的にならざるを得ません。
その補完としても「共助」の役割が期待されます。
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